
警

人口 232，854人

t投手葬 74，6き投手事

(62待 2 1 f:l.f見イ

二
月
、
一
ト
五
日
か
ら
自
転
車
を

放
愛
し
よ
う
と
す
る
人
に
は
自
転

車
駐
車
場
へ
置
く
よ
う
指
導
し
ま

す
。
放
出
憶
さ
れ
た
悶
伝
道
は
、
警

告
シ
ー
ル
を
は
り
、
移
動
す
る
よ

う
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
れ
で
も
移

動
し
な
い
場
合
は
、
自
転
車
毎
官

場
所
に
移
動
し
ま
す
。
保
管
場
所

市
民
の
み
な
さ
ん
が
期
待
し
て
い
る
ラ
ス
カ
の
増
築
久
一
フ
ス
カ
立
体
駁
車
場
(
自
動
車
問
否
は
、
計
画
課
市
密
地
轄
務
係
(
山
円

台
、
自
転
車
九
百
台
)
が
い
よ
い
よ
冠
成
し
、
一
一
戸
川
一
一

f
一
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
二
月
二
十
七
日
総
別
立
一
円
)
)
に
問
問
い
合
わ
せ
を

G

程
、
紅
谷
パ

!
2
1
Z警
告

物

公

害

し

て

、

透

明

ス

マ

一

七

ん

が

誕

生

し

ま

す

。

問

疑

い

鞠

饗

は

平
塚
山
で
は
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
っ
と
す
る
釈
周
辺
ゼ
き
れ
い
に
い
よ
一
乏
し
、
一
月
一
千
五
日
か
ら
放
智
一
引
広
場
は
、
八
平
一
再
開
的
に
駐
車

震
自
十
駐
車
の
宗
止
広
域
の
拡
大
と
篤
い
物
自
転
車
対
警
官
盛
り
込
ん
だ
、
新
し
い
般
債
規
制
を
行
う
禁
止
と
な
り
ま
ず
か
ら
、
山
買
い
物

客
の
自
転
車
も
移
動
レ
ま
す
。
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ク
リ
ー
ン
な
街
づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
々
く
だ
さ
い
。

ス
カ
の
立
体
駐
車
場
に
止
め
て
か

新
し
く
拡
大
さ
灯
る
政
翠
{
長
つ
無
秩
一
伊
に
内
転
車
や
オ
1
ト
パ
大
を
閉
山
一
一
/
足
、
こ
れ
ら
の
よ
良
筆
の
ら
一
間
買
い
物
を
し
て
く
だ
さ
い
〈

車
の
禁
止
広
域
は
、
家
持
母
本
高
一
イ
が
口
山
唱
し
に
放
鐙
さ
れ
、
歩
行
部
臨
き
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
た
だ
し
、
議
前
や
議
子
の
白
〕
転

り
や
者
仲
透
り
な
ど
そ
の
局
辺
道
芸
の
安
全
確
保
や
衝
の
史
観
上
大
で
平
塚
市
一
じ
d
、
か
ね
て
か
ら
駅
監
と
違
い
、
貿
い
物
客
の
駐
車
時

路
で
(
上
問
て
こ
の
規
制
に
よ
さ
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
汗
句
。
ピ
ル
ラ
ス
カ
が
建
設
す
る
立
体
数
腐
は
短
い
の
で
、
駅
前
広
場
以
外

り
、
駅
北
口
周
辺
は
す
べ
て
禁
止
そ
こ
で
平
塚
向
で
は
、
平
塚
響
車
場
の
中
に
、
自
転
車
駐
車
場
の
で
は
、
ご
く
短
い
時
的
の
駐
車
に

区
域
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
南
察
専
や
潟
係
機
関
、
団
体
と
協
力
設
霞
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
絞
っ
て
、
歩
透
の
端
な
ど
に
…
列

υ広
一
環
ベ
も
禁
応
包
域
と
な
り
ま
し
亡
、
一
一
一
月
二
十
五
日
か
ら
問
月
よ
う
や
く
話
が
ま
と
ま
り
、
三
に
整
然
と
駐
車
す
る
よ
う
指
導
し

吋

し

た

。

十

一

日

ま

で

μ
放
療
γ

良
駐
車
の
な
月
一
一
十
一
臼
に
オ
ー
プ
ン
す
る
ラ
ま
す
。

一
放
唱
直
お
転
宅
対
策
は
、
問
叩
和
五
い
街
ひ
ら
つ
か
H

を
目
指
し
、
ス
カ
立
体
駐
車
場
(
凸
説
動
車
四
百
自
転
車
は
便
利
な
乗
り
物
で

十
j

九
年
守
口
に
施
行
さ
れ
た
「
平
吋
放
置
南
転
車
ク
リ
ー
ン
作
戦
一
ム
ロ
)
の
中
に
、
九
百
台
豆
地
下
す
。
し
か
し
、
利
用
設
の
心
構
え
~

塚
市
自
転
車
の
量
防
止
に
事
露
関
し
ま
す
。
一
階
)
の
皇
警
駐
車
場
が
完
成
し
だ
い
て
公
害
に
も
な
り
ま
す
。
一

一

る

条

例

」

に

基

づ

き

、

平

塚

駅

北

し

ま

し

た

。

ま

た

、

平

塚

駅

西

み

な

3
ん
の
力
で
、
明
る
い
清
潔

一
一
口
室
長
控
禁
止
区
域
と
な
一
フ
ス
カ
立
体
数
日
を
書
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
な
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

バ日
U
V
M
引
下
問
転
車
場
オ
j
ブ
ン
村
山
粧
品
u
l昨
日
1

襲
撃
義
務
道
場

由
同
誌
富
十
九
百
台
叙
容
す
「

オ
哨
現
勤
a

通

学

に

よ

る

放

田

原

ノ

〆

ク

の

駐

車

場

で

八

ト

一

台

、

科

嬬

蓄

の

募

集

自
転
車
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
ま
し
現
在
、
平
塚
駅
北
口
一
周
辺
に
放
一
…
箔
と
震
上
が
自
転
車
駐
車
場
で

た

。

寵

さ

れ

て

い

る

自

転

車

は

、

約

一

三

百

一

台

霞

く

こ

と

が

で

き

ま

T
7
ス
カ
立
悼
数
輩
場
〕
六
百
台

し
か
し
、
臼
中
は
、
自
転
車
紋
子
九
百
台
あ
り
ま
す
。
す
。
た
だ
レ
、
向
駐
車
場
と
も
ゑ
マ
オ
ー
ブ
ン

3
月
れ
B

ι

置
禁
止
医
域
を
問
問
わ
ず
、
十
八
円
且
か
放
置
刈
回
転
車
の
禁
止
区
域
の
拡
儀
費
等
小
ノ
諮
か
ら
有
料
と
な
っ
て
マ
受
付

3
月
初
白
午
前
6
碍
1
制

ベ
什

|
(
t
u
-
-
J
I叫
|
J
iド

i
i
」羽
FJ
い

ま

す

。

午

後

5
持
現
地
管
理
事
務
所
叫

竺

榊

際

町

僻

際

何

百

r料
誌
が
こ
の
外
、
既
存
の
府
転
車
駐
車
マ
料
金
一
か
月
一
千
八
男

了
路
石
咽
料
料
路
訳
・
代
有
日
山
一
夜
付
場
は
右
料
一
無
科
合
わ
ぜ
て
、
六
千
{
錦
町
豊
動
車
駐
車
場
}

一
州
鴨
川
棚
竺
ぺ
楠
町
一
一
札
酔
昨
一
弘
吾
一
十
九
台
(
駅
北
口
局
辺
倒
マ
オ
ー
ブ
ン

4
月
3
R

一
力
地
抗
力
町
町
地
町
口
咲
時
間
一
一
1

※
千
三
百
九
十
三
口
)
あ
り
ま
す
。
マ
受
付

AA
月
3
日
午
前
6
持
部

竺
ス
町
の
ス
谷
錦
町
町
谷
南
重
線
竺
肝
門
こ
の
う
ち
一
有
料
駐
車
場
は
、
五
O

分
1
午
後
B
襲

警

量

務

所

一
ラ
官
官
ラ
紅
※
錦
錦
紅
駅
八
※
※
一
部

0

(
~
|
|
|
j
i
i
l
i
-
-
i
上
L
田
町
れ
か
ら
六

OUZ利
用
状
況
て
マ
料
金
一
階
ハ
イ
ク
一
か
月
二

撒
一
台
ム
二
口
ム
二
二
三
ニ
ロ
九
二
三
二
三
口
一
二
満
杯
で
ま
を
J

ま
せ
ム
吋
主
ハ
百
円
(
八
吾
)
、
二
階
町
回
転

容

ご

1
∞
印
日
∞
∞
田
沼
一
円
イ

b

校一

6

3

9

9

3

3

1

3

5

2

9

4

4

一
∞
パ
ど
の
よ
う
に
、
既
得
の
自
転
車
車
一
千
一
一
百
汚
(
一
六
九
ム
口
)
、
患

〔

川

町

釘

目

白

川

町

盟

主

凡

駐

車

場

と

重

し

皇

室

:

喜

美

再

(

一

一

一

一

一

一

台

)

札

名
一
!
り
;
翠
ク
一
入
手
咲
五
関
わ
せ
ま
す
と
、
放
驚
自
転
車
m
u
一
絞
市
開
口
広
譲
叢
混
一
一
百
台
一

苦

一

務

[

l

F

震
桃
一
一

t
1

四

場

一

化

晴

子

ャ

，

J
A
サ
口
前
九
駅
一
場
開
千
九
亙
口
は
収
奔
で
さ
る
こ
と
に
マ
オ
ー
ブ
ン

4

R

I

B

d

車

正

れ

主

2
7諒
塚

一

J
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
マ
受
付

4
月
1
臼
午
前
8

器

ι
;駅

ラ

紅

錦

錦

錦

レ

駅

平

ア

函

転

自

転

車

を

書

さ

れ

る

み

な

さ

ん

分

1
午
後
8
事

均

一

言

か

2
2
2一

⑦
③
⑨
⑬
⑪
⑫
有
拍
の
ご
協
力
が
、
必
要
と
な
る
わ
け
で
ら
八
重
咲
町
皇
室
車
場
で
。

。

す

。

マ

料

金

一

か

月

一

千

八

百

円
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支こ室崎芸雪主投
量ちき雪警若返手
ぶらでしでこする

5223HZif 
そ言。Z45言
語2 2長主主 2

22霊訪
註苦し冷静繍数

1盤整 J
心 投業主斤へ行くときは入場霊祭踏を忘れずに

等き て裁所校でが
でな投 i ぶ い し 人 投 へ 、 習 を

持14L35室長院
主主?き者日空三吉全量雲
量2筆ま投 き言主語T
52害す票 民主望書
選 と はだ票リの には LtiJ 後日尺 [j fl v 入い き管く

5522SLR35222芸品喜重fj題3521S
署長百品目片25緩券 H37i住宅二 ?2
5;;iZ2ili:ipihiHii il 
品27て医長手重注の前 午 tSJ748 宗主モ警

ザ -EZ語欝弘之麟鱗齢差 わ許可裏目 M
Lh六 持路一一山 支 I~ くで玉市雪地'き縁。重
予言iTi議爵?でず事警 lH??R112手主
計吉川藷議韓鑓議会 11

叩担当詰言23室
Zzh i騒襲撃欝警鐘離党忠 !155;μγ ボ主

露議襲警欝議議議選鱗密警麟麟 を--ー…一一一一一一

HJU2欝認識離襲撃守ら ifiS勺:在日地
日出:韓議襲撃護る守!山口出話
:;45;藍器管轄 h l F32引 :(1
吟町長芋巧む轟ド

l

~在日;対
話需要と女 均等抑止力ピ7元;年金書官務 五 蓄 を の こ ごさ露座

そ 5壁民示い や主主当主選そオL道州、一一出で君おき I:J:ましょ号百きお言切守
汗主主コ 究室む持者間二五三日532たト若宮引い

iiiifi套霊 iuf!日部交ミ皇室吋主計qhiE
r世君主主接待 iド'1計制改遇。日計担 52HH
i32民主君片口ド日正法 52utz z-434 

mi1181FiURi!日!出ih!
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主幸男二三老翌々票管義足三素足 警のりのの N 主主

(2) 

投葺要時務 午前 7詩寺~午後 5締

役翼票所 入場愛媛券に務書記

※入場整理弁(はがき)は、 3月下旬か

ら 4月中旬にかけ亡、 jtナ帯 tあてに県-

fT1選挙耳目に郵送する。

量密夜J6~さま手 3~弓守 58  

一
戸
籍
、
住
民
異
動
、
印
緩
ゑ
録
、
市
税
、
忠
良
健
康
保
後
、
国
民
年
金
、
老
人
医

療
、
し
尿
、
公
共
下
水
道
、
児
童
生
徒
就
学
、
選
挙
、
環
金
出
納
、
ご
み
収
集

(
可
燃
ご
み
、
可
燃
不
過
ご
み
、
資
源
再
生
ご
み
)

こ
れ
以
外
の
市
役
所
(
本
銀
・
新
館
)
の
業
務
に
つ
い
て
も
、
お
急
ぎ
の
御
用
の

方
は
、
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投票所…覧表

3
月
号

に
転
出
の
方
は

龍城ヶ丘5~62

桃浜町34~-34

八重咲町 3-3  

夕鶴ケ丘60~32

高浜台 9-， 1 

夕陽ケ丘22-1 

天間 7-10

湾ol習箇19~ 1 

中原白i1319 -1 

見附町16-1

豊原町 6'-21 

平塚 4-20-1 

中塁お 1 

諏訪町20---12

i有高 2-15--1

御殿289

大原 1-14 

東中原 1--12--1 

真 j~_975--'-

間八捕---1O'~-22

弁工八、将幸 3 ~ 8 _. 1 

真士 369

Hi卒11579

入:字申2751

横内3]30

ノj、鍋烏1247

南豊(f3366~- 1 

人野108-1 

訴事226

1高季、)166

1笥キ-)45

刊J内 440

i二万ィ尺390-1

七屋1046-2 

期金日907

高金日1073

j七金時

問崎3430

rnホ11465

花 水 小 学 校

花 水 公 民 館

農業会宣言

須 賀 公 民 館

須 賀 保 育 関

港小学校

松 原 小 学 校

市役所

中 原 中 学 校

児約台体育館

保健所

柳 町 保 育 関

春日妻子中立

平塚看護専門学校

南 原 公 民 館

中 原 小 学 校

大 原 小 学 校

大 野 中 学 校

真土小学校

八 嬬 公 民 館

八曙小予校

大 野 小 学 校

神 田 公 民 館

大神集会所

横内[jj地集会所

城島公民館

豊日3公民館

金[封公J号館

松 延 小 学 校

以J城中学校

勝 l最小学校

旭 j七公民館

吉沢公民館

七尾公民館

金 日 小 学 校

金目公民主宮

みずほノ手校

岡 崎 小 学 校

籾 模 小 学 校

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

 

。
一
般
法
諦
措
談

3
月
四
日
(
火
)
、
4
月
2
日
(
本
)

4
月
M
日
(
火
)

予
約
制
(
電
」
簡
で
も
可
)
、
日
時
3
叩即時

〈
〉
受
総
1

棋
託
、
潤
議
椙
談

4
月
四
日
(
金
)
、
日
時
1
M時

。
住
宅
梧
綴

3
汚
口
日
(
火
)
、
日
時
C
3
日
時

心
一
融
市
農
相
談
毎
臼
(
た
だ
U
、
土
曜
日
は
日
時
ま
て
、
日

瞳
E

杭
話
は
除
く
)

。
消
静
生
活
相
談

3
月
初
日
(
金
)
、
訂
包
(
金
)
、
4
月
3
日(金)、

日
時
、
日
時

〈
〉
建
前
年
金
椙
談

4
月
9
n
u
(木
)
、
四
時
1
日
時

〈
〉
一
発
携
帯
輩
特
鮮
棉
談
4
月
6
日
(
月
)
、
羽
時
2
1
日
時

〈
〉
下
韓
融
引
相
談

3
月
四
日
(
木
一
、
日
時
泊
分
i
m時

一
融
関
少
稼
制
帽
綴
塗
(
市
民
セ
ン
タ
二
階
)

一

%
i七
一
一
一
一

一

月

ら

金

曜

日

、

9
時
ら
同
時
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で

…
心
蝿
み
ご
と
培
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

一

日

ω
i七
八
一
一
一

O

一

月

一

、

土

曜

呂

、

9
時
1
四
時
間
分

一

福

謀

議

お

よ

な

一

一

一

一

一

一

一

一

一

O
心
怒
」
と
相
談
毎
趨
月
曜
白
、
日
時
3
日
時

一

O
母
子
相
談
毎
盟
国
汚
う
金
曜
日
、

9
時
ら
同
時

一

O
車
議
児
童
格
競
毎
遇
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
日
時

一

O
高
齢
者
磯
縄
相
経
毎
週
月
1
金
瞳
日
、

9
時
間
分
F
S
M
即
時

一

土

曜

日

は

日

時

ま

で

。
鱒
人
相
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
叩
時
1
日
時
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前
十
一
待
二
十
分
か
ら
。
一
よ
い
よ
い
枕
合
体
育
館
な
ど
の
第
三
分
と
し
ず
決
定
さ
れ
て
い
る
。
規
模
と
な
つ
な
な
お
、
持
該
当
さ
れ
る
7

万
に

引

い

一

九

取

引

い

一

一

行

中

一

掃

野

監

駐

日

下

域

一

般

会

計

予

筆

一

期

日

開

何

十

刊

吋

闘

と

片

品

註

同

町

一

九

日

目

ー
ジ
ツ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
、
仮
設
一
の
決
定
に
つ
い
て
}
一
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
日
農
一
決
宣
に
ザ
つ
予
算
措
援
を
し
て
い
一
場
合
は
、
排
水
施
設
謙
維
持
管
母

ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
メ
ン
コ
シ
ョ
一
受
口
公
開
問
第
一
説
用
地
の
一
部
一
林
省
国
語
試
験
場
跡
一
地
・
総
合
て
唱
。
取
得
に
つ
い
て
は
函
庫
補
助
一
係
(
内
線
四
五
六
)
へ
ご
連
絡
を
。

ー
や
歌
な
ど
が
技
露
さ
れ
る
こ
と
一
を
、
妨
災
緑
幼
緊
急
整
備
区
域
と
一
圏
第
一
一
期
用
地
の
国
有
地
払
い
F
一
制
度
及
び
資
金
部
融
資
制
度
を
活
用
一

に
な
っ
て
い
る
。
言
え
散
宗
一
若
て
整
備
宇
進
め
る
に
当
た
り
一
げ
需
の
決
定
に
伴
う
予
算
の
ほ

τ、
一

繋

評

議

室

い

替

え

一

回

定

資

産

課

税

て
ら
ぜ
ひ
お
出
か
け
を
。
一
都
市
益
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
下
、
い
ず
れ
も
最
終
兄
込
み
に
よ
一
号
っ
て
い
く
↓
刀
法
皇
っ
て
い
一
台
帳
の
縦
覧
を

交
通
止
め
を
一
君
子
を
求
め
た
も
の
。
一
る
国
民
支
出
金
の
妓
一
一
挙
に
伴
う
一
る
o
l
v
あ
た
め
、
府
警
一
部
に
一

一
{
量
産
の
取
得
に
つ
い
て
〕
一
島
、
妻
、
必
要
量
刑
に
つ
い
一
っ
し
て
要
請
言
語
重
一
語
六
十
一
一
年
度
の
霊
童

2
4
1ル
は
、
東
海
道
五
一
ト
を
し
、
小
室
長
長
主
一
こ
の
た
め
、
東
海
道
本
通
り
は
一
暴
言
霊
試
験
場
跡
事
一
て
所
要
の
重
量
じ
て
い
る
。
一
と
し
丈
特
別
会
計
で
量
す
る
、
一
税
、
警
計
震
の
課
税
の
基
礎

沖
十
…
一
一
次
を
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
プ
l
一
援
に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
c

モ
一
午
前
十
時
か
ら
一
午
後
六
時
ま
で
、
一
払
い
下
げ
塁
塁
積
な
ど
が
、
一
こ
の
葉
、
一
般
会
計
で
は
、
一
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
と
な
品
定
重
課
税
台
帳
の
縦

正

ケ

I
ド
喜
盤
、
い
ろ
い
ろ
な
…
二
ュ
メ
ン
ト
の
昨
年
合
、
太
郎
一
全
一
望
通
止
め
に
な
る
。
お
宝
一
大
蔵
省
主
主
通
知
が
あ
っ
た
百
十
一
億
四
千
六
百
万
円
と
な
り
一
歳
出
品
す
る
宗
と
し
て
は
一
警
行
っ
て
い
る
。
縦
覧
さ
れ
る

江
街
日
〈
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
よ
高
校
フ
ラ
ス
パ
ン
に
の
演
者
で
守
一
い
の
な
い
よ
う
に
。
一
た
め
、
払
い
下
げ
を
う
け
る
も
の
。
一
既
定
ヰ
J

箆
と
合
わ
せ
る
と
、
五
三
市
一
明
、
繰
入
金
、
繰
契
呉
市
俊
一
汀
は
、
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
。

吃
れ
た
ベ
ン
チ
、
長
み
場
、
捕
え
一

l

i

l

i

-

-

i

j

j

i

l

-

-

一
マ
土
地
の
所
在
地
、
面
積
大
原
一
八
士
一
一
億
六
千
五
百
万
円
の
も
J

笠
な
ど
で
充
宣
し
て
い
る
。
干
期
間
3
月
初
日
(
金
)
ま
で

削
込
み
の
あ
る
ス
ク
エ
プ
ベ
ン
チ

J

h

…
一
五
一
九
番
函
重
八
万
七
一

j

i

l

l

I

l

l

i

-

-

一

暴

露

所

事

護

課

プ

¥

ず

一

人

れ

を

翼

い

物

を

す

る

一

五

通

子

ア

長

ま

る

一

千

五

百

四

十

九

平

5

一

一

マ

縦

覧

で

き

る

方

重

の

所

有

防
長
の
皆
さ
ん
主
し
ま
せ
て
く
一

J
し「
g
i
g
-
-

二

マ

取

得

富

的

総

合

公

濁

一

農

業

共

済

の

組

合

を

一

室

自

の

襲

撃

事

却

炉

れ

る

だ

ろ

う

。

ま

た

、

室

喜

一

総

合

公

国

第

二

期

用

地

を

取

伊

一

マ

取

得

予

定

価

格

百

九

実

千

一

一

人

、

主

代

理

人

、

著

者

の

委

一

一

慨

を

出

す

た

め

、

八

十

八

十

お

街

一

一

九

百

九

十

万

円

一

近

隣

の

二

市

一

一

町

で

合

併

一

任

状

又

は

雪

道

持

参

の

一

方

品

種

も

要

さ

れ

て

い

る

。

一

一

月

卜

八

日

臨

時

市

議

会

高

一

九

議

案

が

提

案

さ

れ

た

が

、

原

案

一

な

お

、

警

の

八

万

七

千

五

百

一

…

マ

問

い

合

わ

せ

先

重

税

震

時
さ
ら
に
、
平
塚
市
を
象
徴
ず
る
一
儀
式
行
、
総
合
公
箇
第
一
一
雪
地
一
ど
お
り
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。
百
十
九
平
方

M
2毒
草
分
七
一
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
霊
共
一
の
効
率
的
な
必
要
一
と
事
務
畿
の
史
認
資
産
係
(
内
線
二
九
一
)

加
さ
つ
な
、
さ
な
シ
ン
ボ
ル
モ
三
車
聖
書
事
一
字
算
な
ど
て
あ
不
動
序
蓄
に
よ
り
、
ぃ
一
千
百
一
一
…
十
平
方
語
、
無
償
貸
付
一
済
資
源
が
減
少
す
る
宅
事
業
一
望
び
専
門
織
に
よ
る
安
芸
竺
一

時
ュ
メ
ン
ト
が
、
東
海
荷
主
主

j

i

l

-

-

l

i

l

i

-

-

1

I

l

l

i

-

-

i

l

i

l

i

-

-

一

経

営

量

る

た

め

、

高

官

笠

土

霊

童

第

五

一

重
一
日
央
に
汗
11け
ら
れ

γ
J山
一

一

な

お

、

望

毒

事

選

一

に

一

業

共

事

業

の

議

整

備

(

広

域

一

期

工

事

が

完

子

一

急
ピ
ッ
チ
五
め
ら
れ
て
い
た
一
街
ま
ち
づ
く
り
計
画
ぷ
ン
ブ
イ
一
九
九

dip二隅
開

発

釘

為

的

許

可

事

麓

一

吉

野

村

山

守

駐

日

日

許

可

九

一

昭

和

六

十

一

T
E
L

東
海
道
本
通
り
の
重
ス
タ
l
一
ぎ
ら
つ
か
り
に
j
づ

い

ほ

一

完

成

記

念

行

事

一

…

基

準

法

に

基

づ

く

審

査

は

、

都

市

一

に

及

ぶ

組

織

震

が

行

わ

れ

て

い

一

っ

て

い

た

違

憲

舗

の

第

十

孝

一

官

刊

誌

一

一

日

目

ド

旦

オ

ー

プ

ン

す

る

バ

i

d

Z
用

語

星

野

か

ち

率

一

警

捕

で

一

部

当

日

Rub-る

[

一

十

五

室

ミ

一

時

一

品

鵠

日

以

山

一

…

こ
の
ス
タ
I
モ

ー

さ

、

中

心

…

蓄

の

誕

生

で

あ

る

。

否

、

笠

間

}

一

時

に

一

ア

!

ブ

カ

ソ

一

一

許

可

事

事

揮

さ

内

線

六

一

組

合

に

す

る

た

め

の

霊

協

議

会

一

一

一

月

末

に

完

成

す

る

。

l
i
i
4
1
1
;
l
i
-
-
i
1
;
S
1
1
4
f
a
i
t
-
1
1
h
a
h
-
一
市
で
は
県
よ
り
都
市
計
画
法
に
一
極
霊
の
筆
を
い
い
、
具
体
的
一
奪
、
種
々
の
幣
害
義

tJ一
六
)
へ
。
一
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
中
地
区
で
一
な
お
、
工
警
護
の
募
警

!jI勺
口
ミ
ペ

ZV-2-去
し
ペ
ペ
ハ
ナ
ご
九
一
)
一
八
幡
山
公
演
長
か
れ
る
こ
と
に
一
基
づ
く
雲
夏
草
規
制
福
一
に
は
次
の
よ
一
つ
な
こ
と
を
い
う
。
一

2
す

る

も

の

で

あ

る

。

は

平

塚

市

・

伊

勢

原

市

号

大

磯

一

望

号

仏

マ
私
書
麹
罫
芳
一
命
F
;
S
F一
3
弘

~FAPRhu

一

:

〉

る

一

一

一

内
総
日
鶴
留
一
務
審
撃
髭
耕
一
日

330ME吋
一

む

勺

た

c

一

す

る

事

務

の

委

任

宇

一

月

号

、

宣

言

を

変

更

す

る

も

の

(

分

合

…

町

三

一

塁

の

一

一

市

一

一

向

で

共

河

ぷ

;

:

徐

々

一

:
:
C三

%

“

一

緑

化

ま

つ

り

む

テ

i

マ

も

か

克

一

日

か

長

行

す

る

こ

と

に

な

っ

一

筆

単

な

る

権

利

語

星

雲

一

事

務

盤

石

セ

す

る

中

地

区

農

業

共

J

B

Z

一
日
時
発
見
/
い
か
な
く
っ
ち
ゃ
H

と
一
た

3

一
除
く
)
・
農
地
や
山
林
を
J

官

均

一

済

事

務

総

合

の

事

務

所

が

、

向

日

日

付

門
口
程
決
ま
る

4
月刊
ω
g
i
却

5

3号
、
指
告
を
は
じ
め
多
彩
一
ヲ
」
の
事
務
は
、
開
発
行
為
喜
一
に
す
る
た
め
、
切
土
又
は
盛
上
等
一

J

A

M

に
開
設
さ
れ
る
。

:

i

一
な
様
お
を
け
お
し
て
い
る
。
一
ヴ
市
街
化
認
警
青
島
築
一
を
一

r
Zの
・

従

官

宅

地

で

あ

一

戸

川

な

お

、

重

の

内

警

に

つ

い

-

一

、

z
l

一

[

一

f
i
-
-
E

一
一
丁

今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
る
平
一
り
、
問
5

7

f
八

三

さ

か

ら

一

な

お

れ

忠

実

、

草

章

一

主

許

可

な

ど

の

審

査

を

す

る

も

一

っ

た

す

誌

に

、

新

た

に

切

土

又

は

一

計

て

は

今

ま

で

と

変

わ

ら

ず

、

農

産

塚
市
緑
化
ま
つ
り
の
是
主
主
一
一
一
十
日
(
さ
ま
で
の
一
ニ
品
、
一
の
配
布
は
、

μ44有
限

に

無

料

で

配

一

の

で

、

現

在

県

が

!

と

な

っ

て

一

盛

土

雲

行

う

も

の

室

哲

一

野

課

(

内

線

五

問

。

不

審

窓

口

h

ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
行
っ
て
い
る
も
の
を
庁
古
行
う
一
茅
礎
構
築
の
1
aの
根
切
り
等
は
一

J
パ

と

な

る

。

マ
配
布
f
H
法
緑
化
ま
つ
り
会
場
一
ご
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
昨
怖
く
)
@
土
の
入
れ
替
え
等
地
一
一
な
℃

布

で

、

叶

旧

?

?

記

長

ゐ

一

こ

事

務

の

委

任

に

よ

っ

て

一

警

霊

す

る

も

の

一

w

一

般
士
会
の
い
す
れ
か
交
午
前
9
一
市
で
は
よ
り
良
好
な
霊
づ
く
り
一
。
一
関
発
許
可
と
は
開
発
行
為
に
一
と

制
時
か
ら
配
布
す
る
f
l人

1
m〉
一
ゑ
凶
る
こ
と
が
で
き
る
て
よ
う
に
な
一
対
し
て
、
事
務
委
任
亭
受
け
た
日

相

た

だ

し

、

配

布

日

に

よ

り

、

浩

一

る

。

治

体

の

長

が

許

可

等

を

す

る

こ

と

酌

木

e

草
花
の
種
類
が
異
な
る
。
一
。
開
発
竹
為
と
は
?
い
と
し
て
悠
一
で
あ
る
が
、
開
発
行
為
に
一
定
の

庁

V
配
布
日
と
樹
碕
一
築
物
の
建
築
又
は
、
コ
ン
ク
ソ
l

一
水
準
亭
即
時
っ
と
と
も
に
、
市
街
化

日
開

'n口
(
火
)
つ
つ
じ
、
つ
ば
一
ト
プ
ラ
ン
ト
、
ァ
ス
フ
ァ
ル
い
ブ
一
調
整
除
域
内
に
お
い
ず
は
、
一
波

町
き
、
ベ
チ
ュ
ニ
ア
一
ラ
ン
ト
必
ど
の
第
1
善
之
工
作
一
の
も
の
長
さ
建
築
行
為
を
も
索

中

ι

・
刊
誌
(
祝
)
さ
T
え
か
、
く
一
物
及
び
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
又
は
、
一
一
刻
し
て
、
都
市
の
建
全
な
発
展
と

枇
ち
な
し
、
サ
ル
ビ
ア
一
万
平
方
灯
以
仁
の
野
球
場
な
ど
の
一
秩
序
あ
る
整
備
を
図
り
、
不
良
市

事
・
初
口
(
木
)
さ
っ
き
、
き
ん
一
第
2
種
作
定
工
作
物
の
後
設
の
用
一
街
地
の
形
成
、
公
害
の
発
生
、
公

も
く
せ
い
、
マ
リ
i
コ
ー
ル
ド
一
に
供
す
る
臼
約
て
行
う
土
地
の
町
民
一
共
投
資
の
非
効
率
化
、
農
業
の
沼

問
d
轟

@
今
/
い
醐

都
市
部
開
発
審
変
課
及
び
中
地

一
何
一
銭
業
共
済
事
務
組
合
の
設
立
に

伴
い
、
事
務
所
の
新
日
立
及
び
務
恥

が
あ
る
の
で
お
知
ら
せ
す
る
。

昭
和
六
十
一
年
間
口
月
ぷ
り
、
水
一
島
都
市
一
部
開
発
講
堂
課

4
R
1

路
に
関
す
る
許
認
可
業
務
は
、
県
一
門
口
か
ら
付
属
庁
舎
東
2
幣
(
本
的
聞

か
ら
市
に
務
管
さ
れ
て
い
る
。
一
裏
)
へ
新
設

市
で
は
、
県
か
ら
水
路
出
回
出
に
一

e

中
地
ぎ
豊
一
ポ
共
済
一
事
務
組
合

潤
す
る
許
可
を
昭
和
六
十
一
一
年
三
一

4
月
1
白
か
ら
一
新
庁
舎
2階
(
江

月
三
十
一
日
ま
で
ず
受
け
て
い
る
方
一
問
問
中
;
学
一
径
一
品
)
へ
新
設

完
全
事
業
務
を
一
汀
っ
て
一
岳
民
要
事
事
3
月
初

い
る
。
(
昨
年
更
新
さ
れ
た
万
一
日
か
ら
付
属
出
庁
舎
東
2
綴
(
本
館

は
、
手
続
き
の
必
要
は
な
い
)
袋
)
へ
移
転

(3) 

60歳以上の方ならどなたでも

お入できる。お気軽にどうぞ

i活動iまリ

①学旬、教義活動、②健康増進活動、③

レクリエーション活動、(主主理活動、⑤

地域付会との交流活動

その外にも名クラフが特色ある泊費Jを

しているn

-問い合わせ 福祉総務課老人福祉係

沼緩 5寺ヨ (2;自 3

費 用 45.oouVJ (ノXス、宿治料、昼含込み)

議 締官、蟻研究家町川 亀男氏

定 員 40人{先着順〉

申し 込み 宮童話はがきに住所、氏名、伝齢、性

別、職業、霊童話番号をきJ人のうえ、 4月 3日ま

でに申し込んでください。ただし、はがき 1枚

に l人。

・あて先 午甲塚市見附町15-1 ひらつか

カルチャ一事業運営委員会事務局電話32…2235

31 



(4) 

湖
南
な
ぎ
さ
フ
ラ
ン
梢
樹
ブ
よ
か
い
ま
し
た
。

ス
テ
ィ
パ
ル
一
小
、
ゴ
一
月
一
日
手
塚
途
中
、
雪
が
降
り
始
め
ま
し
た

海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
が
、
寒
占
の
中
で
も
み
ん
な
「
一
応

官

1
日
会
場
に
は
、
思
い
思
い
の
気
に
、
大
き
く
脅
っ
て
」
と
心
で

服
装
を
し
た

J

完
敗
連
れ
や
各
間
体
折
る
か
の
よ
う
に
、
黒
松
、
タ
ブ

む
人
な
ど
大
勢
の
人
た
ち
が
奉
加
ノ
キ
ー
な
ど
の
沼
木
を
本
一
本
て

を

し

ま

し

た

。

い

ね

い

に

植

え

て

い

ま

す

。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
h

を
業
し
そ
し
て
、
植
衝
後
は
、
対
く
て

ん
だ
後
、
宮
下
と
移
禎
コ
一
ア
の
入
お
い
し
い
豚
汁
を
食
べ
て
、
体
を

っ
た
袋
を
も
ら
い
情
出
明
会
場
へ
向
あ
た
た
め
ま
し
た
。

総務62王手3月守 58

豚汁のサ-tゴス「ノ、ィどうぞj

軍
危
険
物
な
ど
の
安
全
一
に
注
記
許
応

し
よ
う

蜜
灯
泊
、
ベ
ン
ジ
ン
、
食
用
鴻

教
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
は
、

災
室
長
谷
器
に
移
し
、
冬
予

防
ら
離
号
っ
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

ボ
ン
ベ
は
一
見
栓
を
締
め
、
倒
れ

な
い
よ
う
に
畿
な
ど
で
固
定
し

て
あ
る
か
確
か
め
よ
う
の

ι
，
v
v水
や
消
火
器
を
用
意
し
よ
う

、
万
一
、
火
が
出
て
も
す
ぐ
治

東
海
地
震
に
係
る
伸
一
一
一
設
立
百
円
せ
る
よ
う
、
消
火
器
や
ば
け
つ

が
発
せ
ら
れ
た
ら
、
あ
な
た
の
を
用
玄
し
て
お
こ
う
。
消
火
山
時

家
庭
で
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
は
使
い
方
キ
強
か
め
て
お
こ
う
。

ま

す

か

。

風

呂

捕

に

も

水

亭

張

ろ

う

。

曹
火
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う

地
露
で
怖
い
の
は
火
災
で
あ

る
。
や
む
を
得
ず
火
宇
役
一
つ
時

は
、
そ
ば
に
人
が
い
る
よ
う
に

す
る
か
、
地
震
で
自
動
的
に
消

}
え
る
も
の
を
使
お
)
つ
。

一
壮
年
安
ト
一
翼
(
日
本

1

3

一
日
出
)
、
成
年
B

持
田
昌
彦
一
日

一
産
車
体
)
、
成
年
A

松
橋
昭
彦

凶

一

へ

平

塚

ス

キ

1
ク
ラ
ブ
)

む
平
塚
競
技
場
で
は
、
年
度
を
一
連
一
[
〉
距
離
競
技
社
任
勝
又
品
唯
一
与
え

い
品
て
時
間
と
競
技
の
練
習
を
さ
れ
る
…
(
臼
産
車
体
)
、
成
主
菅
持

入
を
対
象
と
レ
た
年
~
妥
戸
時
四
を
霧
一
言
法
車
体
)

制

す

る

。

一

マ

ク

ラ

ブ

対

抗

日

夜

車

体

f
一
年
度
会
長
に
な
る
と
、
そ
の
年
一
マ
最
優
秀
選
主
ア
土
問
美
代
子

路
内
は
何
悶
(
た
だ
し
、
競
技
場
一
(
平
塚
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
)

い

柏

市
r

疋
し
た
日
及
び
時
間
)
で
も
一

一J

一
周
で
き
、
競
技
器
具
(
特
別
一
あ
る
く
会
開
会

化
目
《
一
ほ
叫
怖
く
)
が
無
料
?h
使
用
叫
し
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
春
の
大

ど

る

。

一

1

山
内
を
歩
く
3
汚
例
会
宇
品
開
く
。

一
マ
受
け
け
け
場
附

-
3
円
け
お
日
一
マ
日
時
、
ョ
灯
幻
日
(
日
)
降
水

…え
4
山
内

1
日
手
塚
競
技
場
管
理
一
確
率

mm訂
以
ヒ
の
時
は
ぬ
コ
バ
(
門
戸

J

E
一
…
事
務
所

@
4月
2
日
以
降
(
日
、
一
マ
集
合

8
降
初
分
に
平
塚
駅
前

一

た

。

同

月

2
日
以
蔭
に
出
生
し
た
児
窓
会
)
一

ν
↑

T

一
一
一
!
…
祭
日
、
上
曜
日
の
午
後
は
除
く
)
一
伊
勢
原
駅
行
パ
ス
発
巻
ホ
!
ム
へ

明
言
在
、
保
険
主
主
含
む
、
議
事
の
』
誌
を
2
人

一

九

一

誠

一

三

示

室

苦

F
事

務

所

一

マ

コ

ー

ス

平

塚

伊

勢

原

未

完
走
(
内
線
一

5
へ
。
一
以
レ
書
し
て
い
る
五
③
昭
和
…
…

p
m
f
r
r
r時

間
午
前
ヨ
マ
了
終
占
、
大
事
大
山
下
校

一

一

一

凶

作

4
月
2
日

以

降

に

山

生

し

た

一

例

会

均

一

午

1

後
4
時

一

見

晴

台

日

向

薬

師

i
伊
勢
原
:

一

サ

一

フ

リ

!

?

ン

一

皇

室

む

、

謀

議

の

先

輩

一

一

指

定

一

一

一

マ

年

度

会

費

!

?

?

高

校

生

一

軍

塚

〈

約

6
キ
ロ
ピ
〉

の

妻

子

続

き

を

一

を

3
人
以
t
書
し
て
い
る
万
一

S

F

ハ
一
旬
-
千
円
、
一
般
(
主
主
一
マ
童
費
九
月
六
十
月

一
現
在
3
人
以
上
の
児
童
を
義
一
対
一
一
〉

J

、
C
》

υ

一
む
)
年
一
二
千
円
一
マ
持
委
す
る
も
の
弁
当
、
水

…
国
民
台
余
で
は
、
厚
生
年
九
応
体
一
〕
て
冗
素
手
ヨ
を
受
け
て
い
る

γ

万
一
辺
ど
が
加
計
山
一
マ
持
参
す
る
も
の
出
州
議
、
学
会
一
筋
、
雨
具

一
険
や
た
産
金
に
加
入
し
て
い
る
一
て
、
警
ぷ
昭
和
守
川
げ
一
一
鰍
叫

J
L
m
…

五

(

?

高

校

生

の

み

)

、

喜

一

昔

に

す

子

、

/

一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
朴
氏
子
資
さ
れ
て
い
三
か
を
時
如
宮
6
J
1
1
5
由

一

語

力

う

駅

片

で

ー

一

向

い

4

け
わ
せ
は
、
受
口
公
開
制
緩
一

s
r
b
A
P

ノ
ト
ミ
シ

欄
に
も
野
球
を
見
て
い
た
だ
こ
う
一
査
は
学
校
名
)
電
話
番
号
一
は
、

43ま
で
に
通
知
す
る

o
E
1さ

L
日

当

日

訂

正

計

1
3
1
2
h
T
f一内

1
7
5
1一

六

一

ト

ン

大

会

開

く

で

昭

和

ハ

ト

誌

に

開

催

さ

長

管

支

A
h
一
の
号

(
1
人
1
一

一

前

か

り

叫

i

器
禁
一
山
ス
ホ
1
一
る
こ
と
足
っ
た
o

一
マ
所
得
限
度
額
昭
和
問
年
中
心
一

i

飼

μ
?
1
u
一一

6

…
第
五
包
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

一
れ
る
ヒ
な
さ
ー
空
当
ん
を
子
?
?
枚
で

5
3大
喜

一

。

プ

ロ

野

球

オ

i
一
高
等
販
売
し
て
い
る
。
一
山
引

1

暴
露
去
し
て
取
り
一
所
得
が
、
芝
草
加
入
父
母
一
一
一

M
J立
一

二

一

一

不

二

家

が

1
年
…
会
が
跨
か
れ
る
。

語
れ
れ
れ
れ
い
戸
日
日
石
川
uiuyぉ
一

ブ

ン

J
U戦一
言

球

場

創

設

一

向

日

目

立

十

日

一

味

三

一

時

h
u
m
p
i
-
-
i
iて
連

続

器

勝

飾

る

一

時

4
月
初
日
(
木
)
午
前

一

コ

で

つ

べ

一

-

一

お

よ

ミ

ポ

ー

ー

ャ

一

一

記

念

式

合

間

く

一

量

290必
す
子
宮
を
。
主
主
へ
の
場
人
円
、
量
が
3
人
芝
生
福
祉
係
(
内
線
一
二
二
一
月
ト
五
日
に
第
一
ふ
ん
ハ
回
市
一
之
江
場
品
産
育
館

とさき ヰ月 1箆{こと)
時間 8 時30分~14時30分

釣りま藷 平塚沖()て磯堤防~茅ヶ崎平島)

事部料と草壁格 高校生以と4，200円

競技方法さお i本、出 2本、おもり 10号------15り

えさジャリメ{当己競売)、白キス 5路までの重量

申し込み 平嘩市港釣り箔ヘ、官接または竜話在。

.fE三郎丸 21-1012

ー豊漁丸 22-5956 

・7長ノ¥丸 21~0904 

庄治郎丸 21…1312

主主当 商工言楽観光係

日 (ニと)春分の釘

雨天立片品会l志、 3月29Fl(fmこj'il，，{延

長持パス得競 急務分

秦野駅行長持パス停下車

コース浄信寺一成願寺領ι 予ノL坂補佐…

少林寺健尽の碑蓬日TJlε お持院

法議波平等

※持霊会するもの 弁ごう、水筒、腎装で害虫[1

-問い合わせ 社会教 諜 文 化 財 保 護 倶

(可匂来車528)

とき

集会



詰
切
醐

3
Z
F
~
〉

z
r
t
:宇

7
5
5
1

ト
醐
在
何
ハ
す
マ
/
劃
上
一
u
J
H
L
刊
密
封

円
札
醐
フ
ロ
野
涼
イ
ー
ス
タ
ン
リ
グ
、

議
、
土
都
大
学
リ
ー
グ
で
、
希
壊
す
る

同
組
醐
白
キ
」
は
が
き
に
書
い
て
申
し
込
む

こ
と
に
な
っ
て
い
る
o

v応
基
盤
穏
車
い
す
杓
用
者
で
、

市
内
に
在
住
、
夜
勤
、
在
学
の
方

マ
申
し
込
み
方
法
は
が
き
に
住

草署42 8雪

豪いすの方の招待試合

。プロ野球オープン戦

3月24日 ( 火)13時 ノて洋一阪急

く〉プロ野球イースタンリーグ

. 4 Hll 日 (l~) 14時 大洋間武

• 4 f-'312日 (Hl 13日号 λ~ Ì'乎 ヤク jレh

・4月17日 〈 金 ) 13時 た 沖 H本ノ¥ム

.4 fH8日(七) ]4時大洋巨人

。開設記念試合

ー 3}128日(土) 8院予 少 i予

。 3月29['J (r J) 12時東海大学 il'訣

※;)心ムミ2券不 JiiJrtfL.iムJバよ、 11):¥lJから 10tf 

までに明JtJ予備中込書(部1主)て今

・問し、什わせ 、V塚球場屯 1166

(5) 

明

土

て食

存休み期間中の特別11::1唱とレて、親子見学会を開く。

ぎ①3汚26臼(*J ② 3}号28B(土)

コース 書室富(映L町 、F塚章受役場長食遠藤原般廃棄物最終

処分場 消防総合訓練場(はしご車試乗) 解散〈午後 4時)

集合市役所午前8時 50分

応募方一法 豆はがきに、主主加者全員の住所、氏名、年齢(子供は学

も)、電話番号と希望日を記入レて、 3月20日(金)までに申 L:i6み

存。先着50人。

'T254 平理市浅間町 9- 1 平塚市帯主戸斤広報課 内離315

く)，芝府合手事務館(電話31--3057)

・関車交撞箆 点王求、ハドミントン、ハスケツ

人軟式涯球ト 16H炉、 "ν (16il寺~)

• 4月 6Eヨ(汚)明漫 l 時~8 時

・4守20臼(汚)グ

く〉金E録公渓童書体育費宮(電話31-'-2136) 

・開放課箆 ハレー(9昨時)、川 k ミ

ントン、卓Þ}t(l 3時~16日制、パスケッ、

磁器毎iこ京j簡できます



博
物
館
公
募
写
真
展
の

一
マ
受
講
料
年
額
五
千
円

マ
日
程
4
月
9
日
か
ら
6
丹市日一

O
申
し
込
み
方
法
八
先
着
順
〉

行
(
第
2
・
第
4
木
曜
日
、
全
6
一
は
が
き
に
希
増
コ
ー
ス
名
、
住

回

)

一

所

、

氏

名

、

年

齢

、

機

業

、

電

話

ホ
i
ム
ス
テ
ィ
の
推
て
時
間
附
午
後
1
時
3
3時
一

番

号

在

宅
n
入
の
う
え
、
一

Tm平
塚

一
マ
講
師
尾
崎
秀
樹
民
(
文
芸
評
一
市
見
附
町
お

1

平
嫁
帯
民
セ

問
い
合
わ
せ
は
、
地
場
づ
く
円
義
一
論
家
)
ほ
か
一
ン
タ
i
内
カ
ル
チ
ャ
}
教
室
(
篭

一
い
ハ
四
)
へ
。
一
マ
受
講
料
六
千
内
(
全
6
四
分
)
一
話
幻
一
一
一
一
一
一
五
)
へ
。

一
{
控
界
の
風
土
〕
募
集
人
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付
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六
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}
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・
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日
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二
月
以
内
は
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喜
け
付
け
)
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さ
一
・
期
間

3
月
四
日
目
背

-
時
間
午
後
1
時
め
分
V
3吋
吋

ハυ、了
3
4フ

マ
場
開
柄
古
代
長
次
氏
(
日
本
奇

美術、写真、書道、工芸

く〉搬入 4 月 l号窃(日)10草寺~12特

o会場中失公民銭

-問い合わせ社会教育課(内線574)へ

定 期 引j行図書嘗・地域資料

昭 和61年版掴土統計主主覧・家計消費

の動向ー財政統計・運輸白書咽海と

保安白書・経摂白書・厚生白書・消

防白番組青少年白書・犯罪白書・通

信白書明[認でみる生活白書，わがタ十

交の近況・平塚市有元三十書・わたした

ちの神奈川県・{童話年鑑・{玉]民栄養

の現状・婦人労働の実情

昭 和62年版労 働 総 覧 ' 理 科 年 表 ・ 全

際学校総覧

昭 和61年度か な が わ 環 墳 白 書 ・ 電 源

開発の概要

'86国際統計要覧・社会保障年重量・ネ土

動向・演閣i年鑑

フソク・ニッポンなんでも

10慨.5<'イ射モンド会社職員録(全

上場会宇土)・企業系列総覧・職員録

(大議省印刷局卜天文句鑑・日本

ス パーマーケソト名鑑・現代用語

の基礎知識ー美術作妥監・暁商j年鑑

神奈川のお医者さん

読 売 新 開 社 横 浜 支 局 編

学問への誘い 神 奈 川 大 学

か ながわの公鼠ガイにブソク

高橋雅雄

清ホ説法

合理員 君密会

司 3fl22日{日) 10時、 14時 3階 ホ ー ル

Fしのぶの明 f::lj カラ 107汁

E震の事故により中途失明したとロインカ号、

金 百というハンティキ h ツブを負いながら

も、盲導犬と共応明日という臼に向かつて竺

きぬいていく聾を、さおやかに措いた感動の

イ乍品。

キャストは、紺野美樹子、宮田明、町村高

広、中原早韮ほか。

すこども峡溺会

心、，)4月四日(日) 10時、 14時 3階ホル

「作風の子どもたち」 力ラ- 49分

中学 3年生む円空を頭に、円忍・円霊・門

出、そして小学 2年 生 白 円 月 と い う 5人兄

伯、いずれ劣らぬヤンチャノJ吟方主が大活躍。

111兜山首，z..~干のイ亨職夫婦と、そのヂ慌たちが

かもし一作風むように温かな物語。

花岡大 fυ〉作品を基に、兄弟愛と、親子の

情喧をこLーモアとベ ソスをタこえて描いてい

る(小川

大開舘時開

• rt出明年~可 9時 ---16時 50分

・こども宅 J人~士曜日 13時~16時 50分

11 H伝 日 9路孝----166;j;50ラ字

削木韓日 恒波日曜日、 3月21目、月末

合 5罰窃措定 コF1協議開第n2-41 電話31~0415

(年開会員〉

市内の社、句、路構なとに建立されている石

仏を調べて歩く。

(6) 

移動図書霊童書あおぞら号4月日程

城島公民館 2 FJ 16日 30 日

※悶崎小学卒立 2 fJ 16F~j 30Ei 

※金旧公民館 3 1I 17訂

士底ノ'J
※ l出主♂沢E仏土公奇Eとt屯宮吉 7 f:l 2H口j 

※松抱延Eづ小、学校 8引:ヨ 22H 

金日小学校 9 II 231] 

※みずは小学校 9 IJ 231lτ 

※万由民塚市営住宅 10日 241 J 

海 r主寺 14H 28H 

14日 28日

こ広場

-開設時間 13時30分~14日寺30分

※日比二U5時~16時

・雨天のときは中止

マ
受
講
料
六
千
円
(
前
一
関
口
問
出

分
){

地
頭
副
会
}
募
集
人
員
凶
人

平
塚
市
の
地
理
や
康
史
一
を
学
ぶ
。

マ
臼
程

4
月
幻
白
か
ら
1
年
間

(
年
内
け
第
3
火
曜
日
)

・
時
間
午
後
1
時
お
分

1
4符

V
議
郎
井
出
栄
一
氏
(
郷
土
史

す休露担 毎i毘月曜日、 3J421日、月末

台博物措官 千四浅間関Tl2~41 電話33-5111

交ギター教室A.B・c
皆んなで悲し〈ギターを弾こう。

・日程 4 月 8 口~. 9 fJ30 日の毎水曜H

e 時間 19時~'__20f!何日子

・対象 寿年 15人く申込制〉

・持参するもの クラッシックギター

古木彫りに親しもう

木彫りを答礎から学ほうや

ー日科~ 4]j 9日 付 !JZOIl の持 H :X~ 1水包袋

日を除く抵木曜日

‘時間 18時出汁----21il手

@対象 符年 15入/申込制ぅ

材料費自己負担

す尚武会少年剣道教室

剣道を法礎ヵ、ら乍(まう U

口開 IJJ9 日 ~63任 3 円の fif-火・木討会:Ii

IL1↑白] 16日与 ~'1711 年

。対象小d学 3 受F-~ 6 

・会賢 f:!25削 i'J

合平塚ミニコミ編集局

持んなで荒しく自分たちのミニコミ ι誌を(う

ろう。

日開 4 Fl16!1-----63年 3H

(引コ【1I以降は、持で決定)

"き借り 19震で子九一2Hl手

.;吋象 舟年 10人く申込滑り〉

有体輯日 毎週月曜日、 3ti2l!-J 

カ帯金年金輯

〒国浅間弱T12ー引管轄32-7029

20人 ι申込旬、

撮し、宇宙の仕組みの端を調べる。

日程 4 月 18 丹 ~63年 3 円円全 8

・対象 高校生以 L 20人

申し込み 4 TJ 10日まで4こ博物館受け付け

にある用条更で

*プラネタリウム f平塚の太織j

私たちが生きといる大本エネルギ は、太

陽のエネルギ であり、地球の運動がもたら

す太陽エネルギ の変化は、私たちの毒事らし

のリズムにもなっているっそこで、太陽の変

化を半球とのかかわりの中で追う c

・期間 3 日----4 J:.j26U 

投臨円 般はを・日曜日(3月26口、

4 n 2 H は臨時に投影する。午後 2 時~)

立客員要品コーナー「袴明久{総童話事差是j

奈良 平安時代の集器跡である神明久慨遺

跡の出土品を展/れする。錆帯、土製かまど、

悪書土器「たイ壬~ i点 Jなと。

会自然綴祭会

タンボホや若手0)里子組など、曽F丸山をす歩く 0

・日時 4 r112[-] (H) 9 日与~16時

コ ス [li':j){:j津一曽我山 下曽我

申し込み 3月31Uまでに行慢はがきで、

申し込み多数の場台は抽せんど却人

※なお、匂開会員等に応募される方は、はが

きに住所、氏名、電猿与を記入のうえ申し

込みを。

j
 

船引
書
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中
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)
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)
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払
っ
た
と
こ
ろ
、
百
八
十
盟
主
新
霊
秀
(
横
浜
市
)
、
増
田
空

江
募
が
あ
り
、
こ
の
程
次
の
と
お
り
(
茅
ヶ
崎
市
)
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井
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沢

玖
入
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者
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決
ま
っ
た
O

〈
敬
称
号
車
、
春
原
悦
子
氏
官
一
向
)

大
{
優
秀
賞
}
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臼
敏
彦
(
立
野
{
入
選
特
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}
中
村
締
雄
(
中

齢
町
)
、
湯
山
師
英
(
小
田
原
市
)
、
小
室
)

秀
山
間
関
委
最
(
富
士
見
町
)
、
鈴
木
恒
な
お
、
応
募
お
れ
た
写
真
は
、

後
(
黒
部
丘
)
、
新
本
正
秀
(
横
浜
一
一
一
月
八
日
(
日
)
か
ら
四
月
八
日

市)、
M
H
V
山
安
維
(
二
宮
町
)
、
永
井
(
水
)
ま
て
博
物
館
特
別
展
一
都

窪
(
藤
沢
市
)
、
増
田
智
生
(
茅
ヶ
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

崎
市
)
、
春
原
悦
子
(
代
官
町
一
、
小

ー日程 4 )三~ 11 f::l ~'63年 3 月四日の毎月第

2 ・第 4 土曜日、 14時-~16時

e 対象新規会員 10人

'申し込み 4月 2日までにf-tイ麦はカtきで

すキE模)11をさ長く会〈年間会員)

間 模jllの河口から水調に向かつて、流域の

自然や隈史、民イ合に触れながら噴く。

ー日程 4月四日 ----63年 3月13日の毎月日曜

日 1回

・申レ込み 4月 4日までに柱櫨はがきで

*古文書 諜莞会(年開会員)

近世(江戸時代)文護の読み方を学びなが

ら、地域の康史を矢口る。

ヨ程 毎月第 1 悶第 3 七曜日、 J4時~16時

・場所博物館講常

・対象高柁生以と 30人

・申レ込み 4円20[1までに性曜はがきで

女 土 曜 観察会(草閉会員)

平塚清辺の丘陵、川、田畑などで動植物の

観察をむい、自然を題材にした新聞を作るo

e 円時 毎月第 2 ・第 4 土曜日、 M時~17日き

・申し込み 3月末までに封書で (60円七'Jヂ

を問委，j)

交叉体観察会(年間会員〉

主邑の主主く見える所へ出かけと、流星群えよと

の天ヌ現象を親測したり、尽J明や天体を写真



盤受付午後 1 時~2 時

翻会場保健センター

瞳母子憧章子幅広間・別冊、 3筆記用

具、菌プランを持参

[ 3力、月L宅1
・4月 8日 61掠 12月 1H~15什

・4月22臼 61年12月四日 ~31El

[1最 6ヵ、月児}

• 4 7日 60{f:lu月 1i- l~lO fJ 

• 4月14日 60年 lOFjllH--20什

・ 4 月 21 日 60{平 10月 21H~31 日

淡 4けから、掴科暗躍古資も同時に

う。

( 3撞児]

• 4月16EJ 59年 2Jj 1 fl~15f-ì 

・4月23日 59匂 2J:ll6l1---29!i 
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健
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室
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の
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6
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却
込
纏
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向
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・
乳
が
ん
集
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凶
検
診
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一
部
十
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の
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付
象
に
、
一
マ
由
レ
込
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で
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健
セ
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一
に
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づ
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、
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化
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法
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仏
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z

z
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E
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二
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。
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事
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ー
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時
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叫
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検
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。
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、
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又
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る
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…
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襲

課

(
J
J

日
1
U炉
心
U
U
N
f
一

日

数

料

四

品

喜

四

千

八

…

看

護

員

の

募

集

…

一
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三

ロ
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一
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1
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2
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検
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心
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犬
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検
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連
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…

一
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一
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昔
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u
R
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マ
対
象
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娠
8
か
月
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降
め
初
一
日
体
刀
測
定
と
賛
同
指
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き
た
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気
の
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合
は
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。
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叩
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検
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ザ
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(

議

長

lo--へ
一
ら
れ
な
い
場
合
は
、
開
業
医
で
受
一
玉
、
準
看
護
婦
(
士
)
の
資

b

芳
雄
日
。
な
工
名
て
く
一
宮
公
二
月
初
に
は

1

一

か

は

3

年
八
ム
一

i
l
-
-
J
j
j
i
l
-
-
j
i
l
l
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-

一
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
格
が
あ
り
、
災
警
一
時
に
協
力
で
き

h
r
L
2
2
一

弘

主

君

ニ

丹

空

床

下

薬

剤

散

布

一

今

一

軒

目

町

村

山

わ

れ

一

J

市
立
z
可

上

Lilli--il
一

九

ド

違

憲

の

震

に

よ

さ

議

川

明

好

よ

ハ

て

だ

…

r
名
だ
日
泊
の
問

2

出世

8

第

j

一

一

品

乙

F

一

ン

ン

。

ホ

ジ

ウ

ム

一

期

3

ら
え
体

7
2ハ

い

マ

一

く

?

月

浅

は

弘

~

M

j

鴨

一

地

区

組

織

の

自

主

義

と

し

て

一

は

、

散

布

場

所

が

わ

か

る

き

に

一

区

一

一

り

登

録

申

請

す

る

。

立

す

。

判

明

主

主

目

一

〉

札

Z

3

Z

L

川

目

立

施

し

て

い

る

床

下

薬

剤

数

章

一

一

し

て

お

い

て

い

た

だ

言

い

。

一

*
5
月

喜

八

幡

、

真

丸

一

円

宣

言

暮

ら

し

を

考

え

一

寸

問

い

合

わ

せ

先

喜

日

マ

の

o

く

た

一

山

一

集

r

掲

↑

]

で

3
3
1
て

受

中

塚

一

大

神

、

田

村

、

雪

地

区

一

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

が
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問
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右
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、
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が
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、
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一
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山
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叩
叶
引
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一
・
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。ま
で
時

ま

3
時
ら

3
カ

ら
時

聞
か

2

時
八
万
設

の

却

午

曜
時
は

ア

宗

桂

鋪

〈
趨
予
午
の

醒

鑑満12か月 ~72か月未満の幼児

輯 接 種 方 法 開 業 医 、 病 院 で 接 援 で

きる。料金は無料。主治医とこ一相

訟を。(7、 8月を除く〉

醐 保 検 証 、 母 子 瞳 旗 手 棋 を 持 苦

輔 対轟満 3か月以と 4揖未満のl'l

幼児で BCG接揮を 1回も受けて

いない方

醐 ツ ベ ルクリン捧瞳

4 日 中原公民館、金日公民館

※中央農協悶崎支所

4 fj 8十i 伸旧公民館、援金田公民

龍、※城島公民館

4 ;-115日保櫨センタ

鶴判定・ 8CG揺を考蔓

4 Jj 9日 中原公民館、金日公民釦

※中央農協同帥支所

4月10日 神田公民館、泳金田公民

館、削減島公民館

4 J1 17日 叫世主センター

何人公演

訂ミ土}.t屯食

怯風土謝

高と見公民館1

公所者少与場

内十瀬}II公民間

間崎神社前

メ〈要fe泣かi皇白

金百1公民館

八矯公民館

万旧公宣言

東八幡公E罰

金日公民館

豊旧公民館

徳延神社

明石町公慮

中原公民館

同之宮公民館

{Ëオく 'Í-}~精

fこf手えと上色宮

須賀えと王屯重自

h_s，;:i乙企ミtご?，{{

東中原公閣

月見公隠

ふじみ里F第三公調

大野公民館

金田公民館

城島公民館

χ久保公[努

閉村八坂神社

金問公民館

横内公銀銭

椋延神社

桃浜公園

中原公民館

犬神主宰木神社

鶴吋象 61年 10111 n~12月 31 日生

まれの子供のお母さん

臨 j10与 4qllH 守的10時~日i王子

30ク〉
醐内容 クウ、ちわんに私いがす坑と庁必

臨会場 (来世センタ (34 --()3日)

盟 J吋摂乳幼児

輯相談日 毎遊水曜日

翻時間午前 9 時30分 ~lOIJ知o什

事罷i三場保怯 セン タ-

醐内昨 体毛主測定、うが:袋、病丸、

て h、 予防ナ疫不毛のことなと

髄 ur-悼 L伝子帳与を持共

副

業

談

険

こ

~

開

柑

保

る

月

て

ご

ロ

ず

か

し

と

絹

春

6
と

医

拶

宇

佐

則

拍

み

計

生

原

主

の

れ

は

0

0

期
リ
ー

象
児
る

1

日

対

劫

け

第

市

コ

を

週

間

出

町

で

比

判

接

木

院

度

母

別
付
病
。
年
と

慣
か
医
を
引
誌

{
 

心
不
用
品
鷲
韓
槽
報
は
ル
ベ
ソ
ド
、
エ
レ
ク
ト
ン
、

地
場
づ
く
り
課
市
民
生
活
部
(
内
線
台
、
ヘ
ア
1
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
伸
一
い
す

一
四
回
)
へ
。
心
諾
っ
て
く
だ
さ
い
女
児
長
類
(

〈
〉
語
り
ま
す
木
製
片
袖
机
、
医
時
間

3
9
哉
)
、
ソ
フ
y

ヘ
ッ
ト
、
沖

ベ
y
ド
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
y
ド
、
タ
ブ
タ
ン
ス
、
武
常
テ
ブ
ル
、
冷
静
ぽ

メorf
楽に納め

る方法、それが納税貯蓄組合の制度です。

。納税貯蓄総合の特典

納税預金の利怠は、普通預金の利息より高

率です。理金利患には、所?辱税はかかりま

せん。納税が確実で手数が省けます。組合

には補助金が交付されます。

。加入の手続きは

市内に向じ町内、同業者等を一定自単位と

した300組合があります。お近くの組合区

申し込んでください。詳しいことは、収納

課管理部〈電話回一日日内親280) へu

第31思平塚市労働祭

く〉語道途 e一殺の豊臣予選会
a a寺 4月 5日(8)10百年~

場 所商工会詩も3好 3階ホーlレ
申し込み 商工会議所電話22.---2510

0地区労の部予選会
[j芋 5fJl4日(ホζ)

場 所 平 塚 市 勤 労 会 館

申し込み地区労電話31~-5249 

0地区同盟の部予選会
日時 5月 12臼(火)

場 所 平 場 市 勤 労 会 館

申 し込み {司躍電話21-7140
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